
航空機騒音に対するお問い合わせ件数・要請行動等

お問い合わせ件数 4 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 12 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練について（要請）

　５月４日、防衛省から、空母ロナルド・レーガン艦載機の着陸訓練
について、硫黄島における天候等の事情により所要の訓練が実施
できない場合には、厚木基地において訓練を行う可能性があるとの
通告がありました。
　最近では、平成29 年９月に、厚木基地において空母艦載機によ
る着陸訓練が実施され、深刻な騒音被害が発生しました。その際、
我々は、二度と着陸訓練を厚木基地で行うことのないよう、強く要請
したところです。
　長年にわたり基地周辺住民が待ち望んできた空母艦載機移駐が
実現した後に、万が一にも着陸訓練が実施され、再び深刻な騒音
被害がもたらされることは、到底容認することはできません。
　貴職におかれましては、訓練環境を整備するとともに、硫黄島で
の十分な予備日を設定するなど、米側との調整等に万全を期し、天
候等の事情に関わらず全ての空母艦載機着陸訓練を硫黄島で実
施し、厚木基地での着陸訓練を決して行わないことを強く求めま
す。

お問い合わせ件数 5 件

基地の動向など
日付/動向

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 3 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

基地の動向など
日付/動向

米軍基地における有機フッ素化合物（ PFOS 等）に関する要請

　令和４年６月30 日、防衛省から神奈川県に対し、米海軍横須賀基
地内の排水処理場の排水から、有機フッ素化合物（ PFOS 等）が検
出されたとの情報提供がありました。現時点では PFOS 等が検出さ
れた原因は不明ですが 、基地の外に流出した可能性も否定できま
せん。
　当協議会では、これまでも、令和２年４月の沖縄県普天間飛行場
での泡消火剤の漏出事故を受けて特別要請を実施するなど、 県内
の米軍基地における PFOS 等に関する保管状況の公表、安全管
理の徹底等を国に求めてきました。
　しかし、PFOS 等の保管状況の公表等がないまま、今般、県内基
地の排水において PFOS 等が検出されたことは遺憾です。
　つきましては、次の事項について、要請いたします。

１　横須賀基地を含む県内の全ての米軍基地における PFOS 等を
含む製品の保管・使用状況を公表するとともに、関係自治体に情報
提供すること。

２　県内の全ての米軍基地において保管・使用している PFOS 等を
含む製品については、代替品への交換を早急に完了するとともに、
交換が終わるまでの間、漏出防止など安全対策に万全を期すこと。

３　県内の全ての米軍基地における環境に影響を及ぼす事故につ
いては、速やかに国として公表するとともに、関係自治体あてに情
報提供すること。また、その後の対応状況等についても適時適切に
情報提供を行うこと。

４　米海軍横須賀基地での PFOS 等の検出事案については、日米
両国の責任において、早急な原因究明を行うとともに、適切な再発
防止策をとること。
　また、日米両国の責任において、米海軍横須賀基地周辺の
PFOS等に関する影響調査を実施し、調査結果に応じて、汚染物質
の除去等の必要な対策をとること。
　更に、今後、自治体として立入り調査等が必要と判断した場合に
は、円滑な調査の実施等に全面的に協力すること。
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－
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７月

外務大臣
防衛大臣

神奈川県基地関係
県市連絡協議会

４月

５月

－

R4.5.8

R4.5.20 米空母ロナルド・レーガンが横須賀港を出港

６月

－

基地の動向など
日付/動向

防衛大臣
県及び厚木基地周
辺９市（藤沢市を含
む）

－

－

米空母ロナルド・レーガンが横須賀港を出港

基地の動向など
日付/動向

R4.5.17 米空母ロナルド・レーガンが横須賀港に入港

－

R4.5.6

R4.7.20

隣のシートの苦情件数や要請件
数表（予算資料）を入力する。

環境保全課等にも提供するため。

★２５年度から地区別苦情件数も
掲載する
認して、掲載しないことにした。



航空機騒音に対するお問い合わせ件数・要請行動等

お問い合わせ件数 4 件

基地の動向など
日付/動向

お問い合わせ件数 8 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 1 件

内閣総理大臣
外　務　大　臣
防　衛　大　臣
財　務　大　臣
在日米軍司令官
駐日米国大使

　厚木基地における米空母艦載機の夜間連続離着陸訓練による航
空機騒音の解消等に関する要請

1.　空母艦載機着陸訓練を硫黄島で全面実施すること。

2.　恒常的訓練施設を確保すること。

3.　厚木基地の運用，騒音状況等についての情報提供を行うこと。

外　務　大　臣
防　衛　大　臣

－

米空母ロナルド・レーガンが横須賀港を出港

　令和５年度基地問題に関する要望書を提出
重点要望項目
１．米軍基地の整理・縮小・早期返還。
２．厚木基地における航空機騒音の解消。
３．米国原子力艦の事故による原子力災害対策の強化充実。
４．日米地位協定の見直しを行うとともに、その運用について、適切
な改善を図ること。
５．住宅防音工事等、騒音対策の充実。
６．国による財政的措置及び各種支援策の充実。

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

R4.8.9

R4.8.19 米空母ロナルド・レーガンが横須賀港に入港

－

神奈川県基地関係
県市連絡協議会

８月

内閣総理大臣
財　務　大　臣
総　務　大　臣
外　務　大　臣
厚生労働大臣
環　境　大　臣
防　衛　大　臣
防災担当大臣
原子力規制庁長官
内閣官房副長官補

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

基地の動向など
日付/動向

神奈川県基地関係
県市連絡協議会

10月

基地の動向など
日付/動向

在日米海軍司令官
第７艦隊司令官
厚木航空施設司令
官
第５空母航空団司
令官

－

厚木基地騒音対策
協議会

県内米軍基地からの相次ぐPFOS等の流出に関する緊急要請

　本年６月に判明した横須賀基地内の排水処理施設からPFOS等を
含む排水が流出した事案について、９月30日、国から情報提供があ
り、８月29日に米軍が採取した排水から、国が定める暫定目標値の
170倍以上の有機フッ素化合物（PFOS等）が検出されたことが明ら
かになりました。
　また、９月24日には、厚木基地からのPFOS等を含む泡消火薬剤
の流出も発生しています。
　相次ぐ米軍基地からのPFOS等の流出は、重大な問題であり、極
めて遺憾です。ついては、基地周辺住民の安全・安心を確保するた
め、以下の項目を早急に実施することを求めます。

１　横須賀基地のPFOS等流出について、早急に原因究明を行い、
汚染物質の徹底的な除去や施設の改修など抜本的な対策を講じる
こと。また、抜本的な対策が実現するまでの間も、可能な限りの対策
を早急に講じること。

２　厚木基地のPFOS等流出について、流出量などの詳細を早急に
公表するとともに、更なる流出が生じないよう、万全の対策を講じる
こと。

３　現在、自治体が国に対して求めている環境補足協定に基づく立
入調査について、早急に実現すること。

４　厚木基地をはじめ、PFOS等を含む製品の代替品への交換が終
わっていない基地については、早急に代替品への交換を完了する
こと。また、交換までの間は、漏出防止など安全対策に万全を期す
こと。

５　PFOS等を含む製品の代替品への交換が終わっている基地を含
め、早急に使用・保管状況等を精査し、その結果を公表するととも
に、PFOS等が残留している可能性がある場所があれば、土壌や水
質の調査を行うこと。

６　日米両国政府が協力して、基地内外のPFOS等の継続的な監視
体制を構築し、定期的に行う検査結果について情報を公表するこ
と。

９月
R4.9.12

R4.10.3

－

R4.11.1

R4.10.31



航空機騒音に対するお問い合わせ件数・要請行動等

お問い合わせ件数 7 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 0 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 1 件

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

お問い合わせ件数 1 件

お問い合わせ件数 1 件

米空母ロナルド・レーガンが横須賀港に入港

－

－

-

基地の動向など
日付/動向

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

－

R5.2.7

要請行動
要請日/要請先/内容/要請者

-

基地の動向など
日付/動向

基地の動向など
日付/動向

基地の動向など
日付/動向

基地の動向など
日付/動向

11月

神奈川県基地関係
県市連絡協議会

外　務　大　臣
防　衛　大　臣

－

－

R4.12.16

－

－

－

－

－

－

－

横浜ノース・ドックにおける米陸軍小型揚陸艇部隊の新編に関する
要請

　１月12日、国から神奈川県及び横浜市に対して、今年春頃に、横
浜ノース・ドックにおいて米陸軍小型揚陸艇部隊を新編するとの情
報提供がありました。
　この部隊新編は、11日に開催された、日米安全保障協議委員会
（日米「２＋２」）において示され、厳しさを増す安全保障環境に対応
するための在日米軍の態勢の最適化に向けた取組の一環とのこと
ですが、部隊に関する情報は、配備人員数等に関するものに留
まっています。
　横浜ノース・ドックは横浜港の中心に位置し、都市部に所在してお
り、周辺住民の方々の不安を払しょくするためには、部隊の役割や
活動内容、基地周辺への影響の適時適切な情報提供等が重要で
す。
　また、県内に所在する他の基地についても、その多くが都市部の
人口密集地域に所在していることから、同様の配慮が必要です。
　よって、基地周辺住民の方々の安全・安心を確保するため、以下
の項目について、早急に実施することを求めます。
　併せて、引き続き、横浜ノース・ドックを含めた県内基地の整理・縮
小・早期返還に取り組むことを求めます。

１　新編される部隊の役割、具体的な活動内容、部隊配備までのス
ケジュール、要員の居住場所等について速やかに情報提供するこ
と。また、横浜ノース・ドックにおける、将来にわたる大規模な施設整
備の予定、基地機能の変化の有無等について、速やかに明らかに
すること。
２　部隊新編による、周辺市街地や民間船舶等への影響を最小化
するよう万全の対策を講じること。
３　今後、県内基地への新たな部隊の配備や大規模な施設整備等
が行われる場合には、事前かつ速やかに情報提供するとともに、地
元の意向を尊重すること。

令和
５年
　
３月

令和
５年
　
２月

令和
５年
　
１月

－

12月

－


